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ミジンコウキクサ（���Wolffia globosa）は�界�⼩の���物であり、基�的に栄�⽣�で��する⽣物であるが、稀に受粉をし、�を咲かせる�物
である。しかし、有性⽣�をすること⾃体稀であるため、その�が�常に希�価�の�いものであるといわれている。また、タンパク�を��に�み、��

�⼒が�常に�いため、未来のタンパク��としても�⽬されている。そこで、�チームはミジンコウキクサの開��件�び⽣���による��⼒について

��をしたところ開��件については�らかにすることができなかった。また、���件については栄��（ハイポネックス）による��における��状況

が�も良�であった。��の��としては、ミジンコウキクサの⽣�を阻�するシアノバクテリアを�り�き、さらに精�な��を⾏うことを�みたい。

��:0.3~0.8mm
��:0.2~0.3mm
�さ:0.2~0.6mm
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ミジンコウキクサの⼈⼯栽培
奈良�立奈良�等�� �２�年 秋津優�、⽇野��⼤、�川�可、�中晴⾏

背� 研�内�
�界

�⼩の�を

⾒てみたい

��を�えた�� �の照�時間を�えた��
���果 ���果

失敗の��

��の��

・発⽣したシアノバクテリア

→ミジンコウキクサを洗浄し、��のシャーレに�れ替えて��

 したもののうちシアノバクテリアを�離できた標�を抽�する。

・�の照�時間を�えた��

→照�する�の�、時間を�え再度��を⾏う。
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�賀���湖��科�研�センター ⼀瀬 � 若林 �哉「��� やさしい⽇�の淡
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ミジンコウキクサ (Wolffiaglobosa) ・ミジンコウキクサがどのような

 ��下で開�するのかを�べる。

・ミジンコウキクサの⽣���を

 �え、どのような状況下で��

 しやすいのか、ということにつ

 いて�べる。

��する場�と��の�いにおけるミジンコウキクサの��量〔g 〕

※�����ベランダ
 暖������

・どちらの場�も栄��（ハイポネックス）で

��したものの��量が⼤きかった。

・��の栄��のものの��量が�も⼤きい→⽇当たりの�いが��か

どのビーカーのもミジンコウキクサ�が減�し��

開�時の個�である１００個を超えるものはなかった。

           ↓

��失敗と��

その他の�⾒

・ミジンコウキクサの��のようなものが��できた。

・ミジンコウキクサとツリガネムシの共�が��できた。

・ミジンコウキクサとミドリゾウリムシの共�が��できた。


